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198(）年代以降のヘトナム経済は．財政赤字やイン

フレに悩まされなからも，経済改吊を推し進立イ

ンフレの抑制と経済成長に成功し，いまや，アシア

太平洋地域における水平分業u)一祝を担わんとする

まてに蹄進した，

そU)-，,，ljて，社会i義路線り）堅枠と巾場経済化の

柑進．赤字体質から脱LIIてきなし囀常介業の合即化

と罪用間辿，経済開発の進展と南北格芹U)拡大，等

々．多く (/),t",盾を抱えており｀そU),f盾を1叩避する

ために改吊を中断もしくは後退させることか， もは

やが可能な状況にり：ち危っこ-し)る

本内は，市場経済への移hを—h附推進する決意を

固めなからも、内部に名くじに和行を抱えた．移り期

ヘトナムにおける政治・経済・社会U)現状と．解決

すべき課題について光を粁て，未矢llの航曲における

取るべき辿路を探ろうとしたも(/)てある

（木村哲三郎）

第4章 ベトナムにおける工業再建と工業化政策

（ユルゲン・ライン J ルヽト）

第5章 ヘトナムにおける工業の革新， 1986~91

年（アグム・マカティー）

第6章 ヘトナムにおける農業発展ー一課題と提

, ; - （レ・タン・ゲッフ）

第7洋 ヘトナムにおける人的資源開発（シェフ

リー・ハインスワース）

第8咲ヘトナムの外国貿易， 1975~91年 東

南アジアの視点からみた展望＿ （ミヤ・

タン）

第9章 ベトナムと ASEAN-ー経済協力の短期

的展望 （ミュ・タント；リチャード・

ボウクス）

第l(）章持続的発展 発展途 1：国への挑戦—-—

（フランク・ヒュン；ハイク・ステンケ

ル）

第11収 開発援助と移げ期経済についての一考察

ヘトナムを対象として (N ・V • 

ラム）

以Fでは，各伍ことの内容を概説する。

第 1衣ては，南北統伶後から現在に至るまでの政

治・経済的変化と経済改弔の過程を歴史的に展望し，

経済改革と対外間放政壌U)推進を躊躇する場合には．

第2店以ドの各章で指摘されているさまざまな矛盾

が露り！し，［栄亥1]な事態を招きかねなし心警告を発し

てし 1,

各店のテーマと竹者は以I‘U）とおりである。

第2屯ては，政府活動の経済発展に果たす役割に

着[lし，ヘトナムにおける改品路線を徹底させるに

あたって国家の役割を 6、r岳指摘している。第 1に，

政が［かrfi比紆済に適した伽l度的枠組を明確にするこ

と，第2に，持続的発展の前提となる政治的安定を

迩成し，政治的路線に対する国民的コンセンサスを

第1,';',' 移h期におけるヘトナム経済 庁論と 得ること，第3に會移行期に必然的に伴う苫痛を軽

概要 --（ミャ・タ:.,-;ヨセフ・タ／） 減するためし必要な国際援助を導人するための環境

第2り ヘトナム内建におげる日菜と粁済発展(/) 整備を行なうこと，第4（こ，巾場活動(j)ルー 1レを規

役割（ダン・トン・タ、J 卜） 定した法制度や金融制度を確立すること，第 5に，

第3必 へ Iヽ、ナムにおける巾場且斉移ijU)現I,9)面 統制経済に間れ親しんた1Ll民か新しい巾場経済とい
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う環境に適応するための誘因を与える制度の構築と．

教育を行なうこと，第6に，外国投資法，為替政策，

財産権に関する法制度等を改善すること，以上てあ

る。

第3雌では，とくに，財政・金融面でのマネーシ

メントに着目しなから，ヘトナム経済の市場経済へ

の移行の現局面を明らかにしている。そこでは1980

年代ヘトナム経済を悩ました財政赤字とインフレに

対処すべく，政府が， •連の税制改革，財政改革，

金融制度改革を断行し．年500ぷにも達するハイハ

ー・インフレを鎮静化させ，マクロ経済の安定化を

達成した過程を順次説明した後，国営企業や竃カ・

石油・運輸などの公共部門に対する直接・間接の補

助制度の存続か，ようやく達成されたマクロ経済の

安定化を脅かしかねないという懸念を表明している 3

第4章では， 1990年代における工業再建の課題と

して，国営企業の民営化，失業問題の解決．直接投

資の促進，産業部門間のリンケージ，他国との経済

関係の確立などか重要であるか，その解決は容易て

ないとし，輸出志向型成長戦略，雇用戦略，基本的

ニーズ戦略およひ資源保全戦略をミックスした戦略

の必要性が強調されている。

工業部門の課題については，さらに第 5章におい

てケース・スタディによる検討が行なわれている

そこでは， 1986~91年における国営企業への補助金

削減・民間部門の規制緩相なとの工業改革の過程を

展望した上て‘,f算／息則を守らず公企業への緊急援

助を継続し，依然として非国営部門に対する差別的

政策を採用するという政府の対応に疑問を投けかけ，

公企業偏重， レント・シーキング活動，汚職，市場

におけるケームのルールの不備， といった問題を政

府が自ら克服できるか否かが，工業化の成否を決定

づける， と結論づけている G

必ずしも発展の成果か顕著てない工業部門に対し

て，農業部門では， トイモイの過程で，個別農家())

裁量を大幅に認める制度改革か実施され，食糧大増

産か達成されるなと，大きな成果が報告されている。

第6章ては， このような大躍進を遂けた農業部門

においても，（l）地域的な食糧需給不均衡を調整する

ための貯蔵施設や輸送網の不備，（2）米作偏重による

書 評

采養のアンバランス,(3)不効率な国営農場の存在，

iわ灌漑，輸送．加工施設等インフラ V)不備，（5）技術

水準の低さ，（6）投人財の供給不足．なと多くの課題

が残されているとし，対策として，食糧農産物の緩

衝在庫の備蓄．サブセクターごとの政策ガイドライ

ンと公共投資計画の策定，［国営農場所有資源の有効

刊用．研究・普及体制の確立，公的機関の組織化，

農業金融制度の確立，溜漑・排水施設の整備．農業

投人財の供給力を高めるための供給計画り策定，な

とか提案されている。

ところで，経済成長が軌道に乗り始めたベトナム

において，衛生面，所得面などからみた生活の質は

改善されつつあるのだろうか。第7章ては，人口問

題民族問題，保健・衛生，貧困問題の現況につい

て概観した上で，劣悪な衛生・栄養状態の改善，開

放政策に対応した職業訓練り拡允なと，人的資源開

発面てり）改良の余地は大きく，市場経済への移行の

過程て人間としての生存条件ふむしろ劣悪化して

きたriJ能性がホ唆されているそして．長年，人間

としての基本的ニーズを供給する公的制度に保護さ

れてきた国民か，市場経済への移行に対応して自ら

生存条件を改善してゆけるようになるまでには時間

を要するため，当面．人的資源開発に対する国際援

助か必要であると主張している，

以じは，主として．国内Iill辿を扱ったものである

か、対外的な問題についてふ第s章以ドで検討さ
れてしヽ る，

第8[［では，統一後の外国貿易の動向を展望し．

経済改革か実施される中て，輸出は急増したか，貿

易構造に大きな変化はなかったこと，カンホジア和

平の進展に伴い，アジア諸国との貿易も改善されつ

つあること． ECやNAFTAなどの貿易ブロック化

か，アンア諸国間の貿易拡大を促進ずる圧力となる

中て，ヘトナムはアジアとU)貿易拡人に動き出した

こと、などが観察事実として指摘されてし＼る。

第9店ては，とくに． ASEAX語国と U)経済関係

：こ＇） t)て論じられている。カンホンアからの撤退・

和平協定の調印により，長期的には ASEAN諸国

と(1)関係が改善される見通しはあるものの，短期

的には，（l）不効率な国営企業の存続が，マクロ経済

的
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の不安定性を招く可能性，（2)現在ヘトナムで直接投

資が増加している産業分野は ASEAN諸国が比較

優位を持っていないこと，（3）近い将来，アメリカや

中国との関係か改善されれば，これらの国々と競合

する可能性もあること，などの問題かあり，経済関

係の進展は，期待されているほとり1くならない1iJ能

性が示唆されている。

第11章ては， 1980年代以降の経済改革が， ODA

に依存せずに達成された点に着目し，自助努力を余

儀なくされることによって希少な資源を有効に使う

ことを学んだベトナムにとって． ODAに依存した

国家主導型の削発を推進するよりも，海外から J)投

資を促進し，外資の導人による開放政策をt軸にし

た，マーケット・フレンドリーな政府介人型の開発

政策を採用した方が，成功のチャンスは大きくなろ

うと推断しているし

最後に、開発と環境問題について論した第10章で

は，ヘトナムにおける環境破壊(/)主要因を人口増加

と貧困に求め，こ U)ような貧困U)悪循現を断ち切る

唯一の方法は輸出志向型経済成長に成功することて

あると述べている，、しかし，ペトナムかそれに成功

する保址はとこにもなく，経済成長と環境の質の低

ドを最小限に食し』止めることと U)間には，そもそも

大きな矛盾か存在するとし，環境保全に対しては悲

観的な展惰を示唆している。

II 

現在進行している経済改革には，（l）政府が社会主

義路線を堅持し．政治的安定をばかりなから巾場経

済への移行を積極的に推進している， 12)対外開放政

策の結果，従来の旧ソ連，東欧語田との貿易か，咸少

した反面，それを補うに余りあるほど，周辺アシア

点国と 0)貿易・虹接投汀が拡大しつつあな (3)これ

までのところ，国際機関や先進諸国からの援助に依

{fせずに月定の成果をあけていななと，その打米

に楽観的見通しを与える特徴が多い。しかしなから，

現実をより詳細に倹討してみると．本書が指摘する

ように，腐敗・汚職， レント・シーキンク活動を抑

制するような自浄機能を政府が備えているか，社会

主義路線を堅持する方針を固め、雇用憫題が深刻な

ヘトナムにおいて，不効率な国営企業の合理化・民

営化か果して進展するのか，市場経済化は人間とし

てJ)生活の質を高めることと矛盾する面か多いりて

はないか，アジア諸国との経済関係の強化は，果し

てベトナムにとってメりノトがあるのか，等々，楽

観論に対する多くの疑問が生じるのもまた事実なの

てある。

その意味で本書は，政治・経済および人ロ・環境

といった社会問題をも視野に人れ，現代ペトナムを

冷静な現実主義者の目で分析し，解説したテキスト

てあると考えることかできる。

III 

本書は，広範なテーマを扱っているだけに，個々

の問題についての記述かやや簡略化され，具体ftiこ

欠ける個所が見受けられる。そこで，これらの点に

ついて若干0)コメントを述べておきたい

まず，政治体制と開発との関係について。ペトナ

ムが共産党一党独裁によるf±会主義路線を堅持する

という方針は，外資導人や持続的発展にとって不可

欠J) 「政治：’r、1安定 に貞献すると考えられる。しか

しプ］て，ナショナリスムがかつて 0)求心力を失う

中、党による「開発独裁」が政府内部の汚職やレン

ト・シーキング活動を誘発し，市場経済に適合した

効率的な行政機構の確立を阻害する可能性も否定で

きない。本苔では，ベトナム政府か，社会上義路線

を堅持しながらも市場経済化を一層促進し，漸次，

党・官僚組織の民上化を行なってし)くのかどうかに

ついて明けを避けている。しかし，改革の将来を占

うとき，社会主義体制かとJ)ように変化するのかに

ついて0)予測は，避けて通れない事柄であるだけに，

何らかの見解をぶしてほしかった・,

第2に，雇用問題について。本書では，人口増加，

国臀企業い合理化，行政改革などにより，雇用F.ll起

か深刻化する可能性が指摘されている。そして，こ

れに対する政策として，労働集約的な産業（農業，

農産加工業，軽手［業）の有成や家族計1由jU)実施な

どか提唱されている。労働集約的産業の育成につい

70 
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ては，忽増する過剰労働力を吸収するために，輸出

志向型産業の発展が課題となろうか，具体的な品目、

業種は何か，これらの産業間のリンケーシをとのよ

うにするのか、サービス産業をとう位附づける v―)か、

等々について言及するべきではなかったか．，また，

家族計画については，妊娠や出産という個人的な巾

柄に公的機関が介人することについては微妙な問題

が伴うのて，慎頂なけし中回しか必要てあろう。

第3に，現代ヘトナムにおける齢大の矛府ともげ

うべき南北格差の是正に対する戦略が明らかてない

‘r.11について。本苔第4汽ては， この間組かバ及され

てしヽ るが． 具体策はポされてし)なし)し｀他の章にお

いて提唱されている上業化や農業発展の戦略ばむし

ろ格先を拡大させるものか多く，南北格芹り是i「と

いう課閣を紆隧してし、なししように思われる こ0)n果

題に対して． どのような具体的施策が考えられ得る

のか．現在‘共施されている，北の余剰屯力を南に送

るための南北閥圧送屯線の架設事業をとのように拌

価するのか、なと一歩踏み込んだコメントかなされ

てもよかったのてはなしヽか，

最後に，短期的には経済開発の最屯要課題u)びと

つてあると考えられな農業および農業関連産業の

開発戦略についてぐ本書ては｀ 8つの開発戦略か提

示されてし}るか囀これらの戦略i])実施ぱ，さまさま

な問題を件う i])で，少なくとも，実施にあたってJ)

課題についてはげ及しておくべきてはなし屯)し，たと

えは、農業金融制度を確立した場合｀一般に，それ

ぱ富農）けに手匝＜ ｀貧困I州こ不利なも U)となりかれ

てあり，貧富の差を拡大させる傾向かあなまた，

灌漑・排水施設を整備しても｀それを効率的に運営

するには．水利組織の形成が必要てあるか，ヘトナ

ムU)社会組織の特徴を考えるとき、それか容易に行

なえるのか疑間か残る a

本苫か執筆された時点以降．アメリカの対ヘトナ

ム繁輸u)完全解除か決定され， IMF，世銀による本

格的援助か始動するなど嶋ヘトナムの経済改革は白

さらに加速化される見通しか強まった』＼こ U)，屯に留

怠する必要はあるものの，本内か市場経済化の道を

びた走るヘトナムの現況と課題を知る I• て、必勺'cU)

文献てあることはまちかしヽなし）てあろう，

（九州大学農学部助教授）
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